
第１９回展示「やまなしはじめて人物博覧会」令和６年９月１６日（月・祝）まで開催中！

20 世紀末、グローバル化が進み、「来世紀は日本の時代」

と言われた。しかし、米国が震源のリーマンショックで、

世界同時不況が進んだ。日本では経済格差が拡大し、東京

一極集中の裏返しである地方経済が疲弊した。国内総生産

（ＧＤＰ）は日本より人口の少ないドイツに抜かれた。東京

証券取引所の株価はバブル期の 1990 年 2月の最高値を超

えたが、好況の実感はない。

日本経済の立て直しには産業構造の再構築が必要である。

今回は、銀行制度を軸に、若尾逸平との対決をピークとする、

明治前期の本県経済の活性化を主導した栗原信近の手法を

学ぶ。

令和６年度 第１回「山梨近代人物館教育普及事業」山梨近代人物学講座

1980 年 筑波大学大学院歴史・人類学研究科博士課程単位取得。
山梨大学教授を経て、山梨大学名誉教授。専門は日本経済史、近・現代史。
山梨近代人物館の設立に参画し、開館時から教育普及事業（人物学講座）
の講師を務めている。

◆日時：令和 6年

4 月 21 日（日） 13：30～ 15：00
（受付：13：00から）

◆会場：山梨県庁舎別館３階「正庁」

◆講師：齋藤　康彦さん

◆定　員：40名（定員になり次第締切り）◆参加費：無料◆対　象：どなたでも

◆申込み：山梨近代人物館（下記連絡先）までお申込みください。
※必ず、事前のお申込みをお願いします。お申込みの際に氏名・お住まいの市町村名・ご連絡先をお伝えください。
※ご来館時は、感染症予防対策にご協力ください。
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